
仕 様 書

１．設置場所

複合機（機種Ａ）：九州支所 研究本館２階 事務機器室、

林木育種センター九州育種場１階 事務室

複合機（機種Ｂ）：九州支所 共同実験棟２階 図書閲覧室、

林木育種センター九州育種場１階 事務室

２．形 態 令和３年４月以降発売の未使用機器であること。

３．借入期間 令和８年４月１日～令和１３年３月３１日（全機種共通）

４．要求性能

【機種Ａ】

複写機能

(1)原 稿 サ イ ズ 最大Ａ３

(2)複 写 サ イ ズ はがき～Ａ３

(3)解 像 度 ６００ｄｐｉ以上

(4)連 続 複 写 速 度 フルカラー６０枚／分以上、モノクロ６０枚／分以上（Ａ４）

(5)複 写 倍 率 ２５～４００％以上で１％ずつ設定可能なこと

(6)ｳ ｫ ｰ ﾑ ｱ ｯ ﾌ ﾟ ﾀ ｲ ﾑ ６０秒以内

(7)ﾌ ｧ ｰ ｽ ﾄ ｺ ﾋ ﾟ ｰ ﾀ ｲ ﾑ ５．５秒以内（モノクロ）

(8)自 動 両 面 機 能 標準装備

(9)自動両面原稿送り装置 標準装備

(10)見 開 き 両 面 複 写 見開き原稿の左右ページをそれぞれ1ページずつ分割して複写できる機能を

有すること

(11)ソ ー ト 機 能 標準装備

(12)フ ィニ ッシャ ー １,０００枚以上かつステープル機能、中綴じ機能、二つ折り機能、

２穴パンチ機能を有すること

(13)給 紙 方 法 ４段（各１段当り５００枚以上の給紙）及び手差しトレイ

(14)メ モ リ 容 量 ４ＧＢ以上

プリンター機能

(1)プ リ ン ト 速 度 複写機能と同等

(2)出 力 解 像 度 ６００ｄｐｉ以上

(3)対 応 端 末 Windows11以上ならびにmacOSに対応している全ての端末

(4)インターフェイス イーサネット10BASE-T／100BASE-TX／1000BASE-T

スキャン機能

(1)形 式 カラースキャナ

(2)最大原稿読取ｻｲｽﾞ 複写機能と同等

(3)見開き両面スキャン 見開き原稿の左右ページをそれぞれ1ページずつ分割してスキャンできる

機能を有すること

(4)対 応 端 末 Windows11以上ならびにmacOSに対応している全ての端末

(5)インターフェイス イーサネット10BASE-T／100BASE-TX／1000BASE-T



【機種Ｂ】

複写機能

(1)原 稿 サ イ ズ 最大Ａ３

(2)複 写 サ イ ズ はがき～Ａ３

(3)解 像 度 ６００ｄｐｉ以上

(4)連 続 複 写 速 度 フルカラー２５枚／分以上、モノクロ２５枚／分以上（Ａ４）

(5)複 写 倍 率 ２５～４００％以上で１％ずつ設定可能なこと

(6)ｳ ｫ ｰ ﾑ ｱ ｯ ﾌ ﾟ ﾀ ｲ ﾑ ６０秒以内

(7)ﾌ ｧ ｰ ｽ ﾄ ｺ ﾋ ﾟ ｰ ﾀ ｲ ﾑ ７．０秒以内（モノクロ）

(8)自 動 両 面 機 能 標準装備

(9)自動両面原稿送り装置 標準装備

(10)見 開 き 両 面 複 写 見開き原稿の左右ページをそれぞれ1ページずつ分割して複写できる機能を

有すること

(11)ソ ー ト 機 能 標準装備

(12)フ ィニ ッシャ ー ステープル機能を有すること

(13)給 紙 方 法 ４段（各１段当り５００枚以上の給紙）及び手差しトレイ

(14)メ モ リ 容 量 ４ＧＢ以上

プリンター機能

(1)プ リ ン ト 速 度 複写機能と同等

(2)出 力 解 像 度 ６００ｄｐｉ以上

(3)対 応 端 末 Windows11以上ならびにmacOSに対応している全ての端末

(4)インターフェイス イーサネット10BASE-T／100BASE-TX／1000BASE-T

スキャン機能

(1)形 式 カラースキャナ

(2)最大原稿読取ｻｲｽﾞ 複写機能と同等

(3)見開き両面スキャン 見開き原稿の左右ページをそれぞれ1ページずつ分割してスキャンできる

機能を有すること

(4)対 応 端 末 Windows11以上ならびにmacOSに対応している全ての端末

(5)インターフェイス イーサネット10BASE-T／100BASE-TX／1000BASE-T

５．保守体系

(1)保守については、落札業者側で行なうこと。

(2)保守には、機械の修理、点検、部品の交換、トナー、ドラムカートリッジ等の消耗品の提供及び

配送費を含むものとし、不足を来さないこと。

(3)機器障害等のトラブル発生時において、迅速に技術員を派遣し、対応できる態勢が整っているこ

と（納入場所の近郊にサービス拠点を有し、原則として１２０分以内の対応ができること）。

(4)障害発生時には、原因の究明、部品の交換・修理、障害回復措置等を設置場所において迅速に

行うこと。

(5)各複合機のファームウェア等は、契約期間中サポートが切れないこと。

６．保守料金

枚数に応じて代金を決定するカウンター方式とする。

その際、保守料金の設定については、段階的な保守料金体系にはしないこと。



７．使用予定数量

月の使用予定数量は、次表のとおりとするが変動する場合があり得る。

カラー モノクロ

設置場所 （カラープリント枚数） （カラーコピー枚数） モノクロ枚数

事務機器室 （機種Ａ） ４,７００枚 ３００枚 ５,１００枚

図書閲覧室 （機種Ｂ） １,１００枚 １００枚 １,１００枚

九州育種場 （機種Ａ） ５,５００枚 ５００枚 ７,０００枚

九州育種場 （機種Ｂ） １,５００枚 １００枚 １,０００枚

小 計 （１２,８００枚） （１,０００枚） （１４,２００枚）

合 計 １３,８００枚 １４,２００枚

８．請求方法

毎月の使用料金は、国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所九州支所と国立研究開

発法人森林研究・整備機構森林総合研究所林木育種センター九州育種場とに分けて請求すること。

９．その他

(1)グリーン購入法適合機種であること。

(2)契約後、全ての機種において、設置搬入等について各設置場所の担当者と協議すること。

(3)国際エネルギースタープログラムの基準に適合すること。

(4)「IEEE Std 2600.1 TM - 2009, Protection Profile for Hardcopy Devices, Operational

Environment A Version 1.0 」と同等以上のセキュリティ要件を満たしたISO/IEC 15408（Commo

n Criteria）認証を取得していること。なお認証を申請中の場合は、納入機器が当該認証を取得

している機器と同等のセキュリティレベルを実現していることを証明すること。

(5)ＬＡＮ接続設定等に関する事項は、ネットワーク管理担当者と事前に十分な打合せを行い、機器

等の設置後直ちに調整するとともに、パソコン等の端末からの操作についての説明書をWindows版

及びMac版について作成することとする。なお、スキャンデータの転送はWindows及びMacの端末か

ら容易に設定できること。

(6)詳細な事項及び本仕様書に定めのない事項については、各設置場所の担当職員と受注者が必要に

応じ打ち合わせの上実施すること。
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